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   Ｂ４１Ｊ   2/175    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ    3/04     １０２Ｚ

【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに直交する３つの空間軸をＸ軸、Ｙ軸およびＺ軸とし、前記Ｘ軸に沿ったＸ軸方向
のうち、正の方向を＋Ｘ軸方向、負の方向を－Ｘ軸方向とし、前記Ｙ軸に沿ったＹ軸方向
のうち、正の方向を＋Ｙ軸方向、負の方向を－Ｙ軸方向とし、前記Ｚ軸に沿ったＺ軸方向
のうち、正の方向を＋Ｚ軸方向、負の方向を－Ｚ軸方向とするとき、
　液体を収容する可撓性の液体収容部を有する液体収容体と、
　前記液体収容体を収容する液体収容容器と、
　前記液体収容容器を着脱可能に装着する装着部であって、前記＋Ｙ軸方向側に形成され
た装置側挿入口と、前記－Ｙ軸方向側に形成された装置側壁部とを有し、前記液体収容容
器が前記装置側挿入口から前記装置側壁部に向けて前記－Ｙ軸方向に挿入される装着部と
、
　前記装置側壁部に設けられ、前記液体収容体から前記液体の供給を受ける液体供給管と
、
　前記装置側壁部に設けられ、前記液体収容体に設けられた基板の接触部に対して、接触
によって電気的に接続する装置側端子部と
　を備える液体噴射装置において、前記基板を支持する基板支持部材であって、
　前記装着部に装着された状態における前記液体収容容器に対する前記Ｘ軸、前記Ｙ軸お
よび前記Ｚ軸を、前記液体収容容器における３つの空間軸とするとき、
　前記液体収容部は、
　　複数の可撓性壁面の間に前記液体の流入を許容する液体流入部と、
　　複数の可撓性壁面が接着して成り、前記液体流入部から前記液体を前記液体供給管へ
と供給する液体供給部材が、貫通する供給側接着部と
　を含み、
　前記液体収容容器は、
　　前記液体供給部材に対して前記－Ｚ軸方向側から接触することによって、前記－Ｚ軸
方向への前記液体供給部材の移動を規制する第１の規制部と、
　　前記第１の規制部より前記＋Ｙ軸方向側に位置し、前記液体供給部材に対して前記－
Ｚ軸方向側から接触することによって、前記－Ｚ軸方向への前記液体供給部材の移動を規
制する第２の規制部と
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　を含み、
　前記基板支持部材は、
　前記液体収容容器に係り合う第１の係合部と、
　前記供給側接着部に係り合う第２の係合部と
　を備え、
　前記第１の係合部は、前記液体収容容器に対して前記＋Ｚ軸方向から接触することによ
って、前記Ｚ軸方向における前記液体収容容器に対する前記基板支持部材の位置を決定す
る位置決定部を含み、
　前記位置決定部は、前記供給側接着部を介して前記－Ｚ軸方向への前記液体供給部材の
移動を規制する、基板支持部材。
【請求項２】
　前記第１の係合部は、前記Ｙ軸方向において前記第１の規制部と前記第２の規制部との
間に位置する、請求項１に記載の基板支持部材。
【請求項３】
　前記第１の係合部は複数である、請求項１または請求項２に記載の基板支持部材。
【請求項４】
　請求項１から請求項３までのいずれか一項に記載の基板支持部材であって、
　前記第１の係合部は、更に、前記－Ｚ軸方向に突出した突出部を含み、
　前記液体収容容器には、前記突出部の挿入を受け入れる開口部が形成され、
　前記突出部は、前記開口部に挿入された状態で、前記開口部における内側面の少なくと
も一部から離れる、基板支持部材。
【請求項５】
　請求項４に記載の基板支持部材であって、
　前記第１の係合部は、更に、前記突出部の前記－Ｚ軸方向側に設けられ、前記開口部の
前記－Ｚ軸方向側において前記液体収容容器に対して前記－Ｚ軸方向から接触することに
よって、前記液体収容容器に係わり合って止まる係止部を含み、
　前記係止部は、前記供給側接着部を介して前記＋Ｚ軸方向への前記液体供給部材の移動
を規制する、基板支持部材。
【請求項６】
　互いに直交する３つの空間軸をＸ軸、Ｙ軸およびＺ軸とし、前記Ｘ軸に沿ったＸ軸方向
のうち、正の方向を＋Ｘ軸方向、負の方向を－Ｘ軸方向とし、前記Ｙ軸に沿ったＹ軸方向
のうち、正の方向を＋Ｙ軸方向、負の方向を－Ｙ軸方向とし、前記Ｚ軸に沿ったＺ軸方向
のうち、正の方向を＋Ｚ軸方向、負の方向を－Ｚ軸方向とするとき、
　液体噴射装置に設けられた装着部であって、前記＋Ｙ軸方向側に形成された装置側挿入
口と、前記－Ｙ軸方向側に形成された装置側壁部とを有する装着部に対して、前記装置側
挿入口から前記装置側壁部に向けて前記－Ｙ軸方向に挿入されることによって、前記装着
部に対して着脱可能に装着される液体収容容器に、収容される液体収容体であって、
　前記装着部に装着された状態における前記液体収容容器に対する前記Ｘ軸、前記Ｙ軸お
よび前記Ｚ軸を、前記液体収容容器における３つの空間軸とするとき、
　液体を収容する可撓性の液体収容部であって、
　　複数の可撓性壁面の間に前記液体の流入を許容する液体流入部と、
　　複数の可撓性壁面が接着して成り、前記装置側壁部に設けられた液体供給管へと前記
液体流入部から前記液体を供給する液体供給部材が、貫通する供給側接着部と
　を含む液体収容部と、
　前記装置側壁部に設けられた装置側端子部に対して接触によって電気的に接続する接触
部が、形成された基板と、
　前記基板を支持する基板支持部材と
　を備え、
　前記液体収容容器は、
　　前記液体供給部材に対して前記－Ｚ軸方向側から接触することによって、前記－Ｚ軸
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方向への前記液体供給部材の移動を規制する第１の規制部と、
　　前記第１の規制部より前記＋Ｙ軸方向側に位置し、前記液体供給部材に対して前記－
Ｚ軸方向側から接触することによって、前記－Ｚ軸方向への前記液体供給部材の移動を規
制する第２の規制部と
　を含み、
　前記基板支持部材は、
　　前記液体収容容器に係り合う第１の係合部と、
　　前記供給側接着部に係り合う第２の係合部と
　を含み、
　前記第１の係合部は、前記液体収容容器に対して前記＋Ｚ軸方向から接触することによ
って、前記Ｚ軸方向における前記液体収容容器に対する前記基板支持部材の位置を決定す
る位置決定部を含み、
　前記位置決定部は、前記供給側接着部を介して前記－Ｚ軸方向への前記液体供給部材の
移動を規制する、液体収容体。
【請求項７】
　前記第１の係合部は、前記Ｙ軸方向において前記第１の規制部と前記第２の規制部との
間に位置する、請求項６に記載の液体収容体。
【請求項８】
　前記第１の係合部は複数である、請求項６または請求項７に記載の液体収容体。
【請求項９】
　請求項６から請求項８までのいずれか一項に記載の液体収容体であって、
　前記第１の係合部は、更に、前記－Ｚ軸方向に突出した突出部を含み、
　前記液体収容容器には、前記突出部の挿入を受け入れる開口部が形成され、
　前記突出部は、前記開口部に挿入された状態で、前記開口部における内側面の少なくと
も一部から離れる、液体収容体。
【請求項１０】
　請求項９に記載の液体収容体であって、
　前記第１の係合部は、更に、前記突出部の前記－Ｚ軸方向側に設けられ、前記開口部の
前記－Ｚ軸方向側において前記液体収容容器に対して前記－Ｚ軸方向から接触することに
よって、前記液体収容容器に係わり合って止まる係止部を含み、
　前記係止部は、前記供給側接着部を介して前記＋Ｚ軸方向への前記液体供給部材の移動
を規制する、液体収容体。
【請求項１１】
　請求項６から請求項１０までのいずれか一項に記載の液体収容体であって、
　更に、前記基板支持部材とは異なる付加部材を備え、
　前記付加部材は、
　　前記液体収容容器に係り合う第３の係合部と、
　　前記供給側接着部に係り合う第４の係合部と
　を含み、
　前記第３の係合部は、前記液体収容容器に対して前記＋Ｚ軸方向から接触することによ
って、前記Ｚ軸方向における前記液体収容容器に対する前記付加部材の位置を決定する他
の位置決定部を含み、
　前記他の位置決定部は、前記供給側接着部を介して前記－Ｚ軸方向への前記液体供給部
材の移動を規制する、液体収容体。
【請求項１２】
　前記第３の係合部は、前記Ｙ軸方向において前記第１の規制部と前記第２の規制部との
間に位置する、請求項１１に記載の液体収容体。
【請求項１３】
　請求項１１または請求項１２に記載の液体収容体であって、更に、
　前記液体供給部材が設けられた第１の辺と、
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　前記第１の辺に対向し、前記第１の辺より前記＋Ｙ軸方向側に位置する第２の辺と、
　前記第１の辺と前記第２の辺とを前記－Ｘ軸方向側で繋ぐ第３の辺と、
　前記第１の辺と前記第２の辺とを前記＋Ｘ軸方向側で繋ぐ第４の辺と
　を備え、
　前記基板支持部材は、前記液体供給部材より前記第３の辺に近い位置に設けられ、
　前記付加部材は、前記液体供給部材より前記第４の辺に近い位置に設けられている、液
体収容体。
【請求項１４】
　互いに直交する３つの空間軸をＸ軸、Ｙ軸およびＺ軸とし、前記Ｘ軸に沿ったＸ軸方向
のうち、正の方向を＋Ｘ軸方向、負の方向を－Ｘ軸方向とし、前記Ｙ軸に沿ったＹ軸方向
のうち、正の方向を＋Ｙ軸方向、負の方向を－Ｙ軸方向とし、前記Ｚ軸に沿ったＺ軸方向
のうち、正の方向を＋Ｚ軸方向、負の方向を－Ｚ軸方向とするとき、
　液体噴射装置に設けられた装着部であって、前記＋Ｙ軸方向側に形成された装置側挿入
口と、前記－Ｙ軸方向側に形成された装置側壁部とを有する装着部に対して、前記装置側
挿入口から前記装置側壁部に向けて前記－Ｙ軸方向に挿入されることによって、前記装着
部に対して着脱可能に装着される液体収容容器であって、
　前記装着部に装着された状態における前記液体収容容器に対する前記Ｘ軸、前記Ｙ軸お
よび前記Ｚ軸を、前記液体収容容器における３つの空間軸とするとき、
　液体を収容する可撓性の液体収容部を有する液体収容体と、
　前記液体収容体を収容する筐体部と、
　前記装置側壁部に設けられた装置側端子部に対して接触によって電気的に接続する接触
部が、形成された基板と、
　前記基板を支持する基板支持部材と
　を備え、
　前記液体収容部は、
　　複数の可撓性壁面の間に前記液体の流入を許容する液体流入部と、
　　複数の可撓性壁面が接着して成り、前記装置側壁部に設けられた液体供給管へと前記
液体流入部から前記液体を供給する液体供給部材が、貫通する供給側接着部と
　を含み、
　前記筐体部は、
　　前記液体供給部材に対して前記－Ｚ軸方向側から接触することによって、前記－Ｚ軸
方向への前記液体供給部材の移動を規制する第１の規制部と、
　　前記第１の規制部より前記＋Ｙ軸方向側に位置し、前記液体供給部材に対して前記－
Ｚ軸方向側から接触することによって、前記－Ｚ軸方向への前記液体供給部材の移動を規
制する第２の規制部と
　を含み、
　前記基板支持部材は、
　　前記筐体部に係り合う第１の係合部と、
　　前記供給側接着部に係り合う第２の係合部と
　を含み、
　前記第１の係合部は、前記筐体部に対して前記＋Ｚ軸方向から接触することによって、
前記Ｚ軸方向における前記筐体部に対する前記基板支持部材の位置を決定する位置決定部
を含み、
　前記位置決定部は、前記供給側接着部を介して前記－Ｚ軸方向への前記液体供給部材の
移動を規制する、液体収容容器。
【請求項１５】
　前記第１の係合部は、前記Ｙ軸方向において前記第１の規制部と前記第２の規制部との
間に位置する、請求項１４に記載の液体収容容器。
【請求項１６】
　前記第１の係合部は複数である、請求項１４または請求項１５に記載の液体収容容器。
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【請求項１７】
　請求項１４から請求項１６までのいずれか一項に記載の液体収容容器であって、
　前記第１の係合部は、更に、前記－Ｚ軸方向に突出した突出部を含み、
　前記筐体部には、前記突出部の挿入を受け入れる開口部が形成され、
　前記突出部は、前記開口部に挿入された状態で、前記開口部における内側面の少なくと
も一部から離れる、液体収容容器。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の液体収容容器であって、
　前記第１の係合部は、更に、前記突出部の前記－Ｚ軸方向側に設けられ、前記開口部の
前記－Ｚ軸方向側において前記筐体部に対して前記－Ｚ軸方向から接触することによって
、前記筐体部に係わり合って止まる係止部を含み、
　前記係止部は、前記供給側接着部を介して前記＋Ｚ軸方向への前記液体供給部材の移動
を規制する、液体収容容器。
【請求項１９】
　請求項１４から請求項１８までのいずれか一項に記載の液体収容容器であって、
　更に、前記基板支持部材とは異なる付加部材を備え、
　前記付加部材は、
　　前記筐体部に係り合う第３の係合部と、
　　前記供給側接着部に係り合う第４の係合部と
　を含み、
　前記第３の係合部は、前記筐体部に対して前記＋Ｚ軸方向から接触することによって、
前記Ｚ軸方向における前記筐体部に対する前記付加部材の位置を決定する他の位置決定部
を含み、
　前記他の位置決定部は、前記供給側接着部を介して前記－Ｚ軸方向への前記液体供給部
材の移動を規制する、液体収容容器。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の液体収容容器であって、更に、
　前記液体供給部材に対して前記－Ｚ軸方向側から接触することによって、前記－Ｚ軸方
向への前記液体供給部材の移動を規制する第１の規制部と、
　前記第１の規制部より前記＋Ｙ軸方向側に位置し、前記液体供給部材に対して前記－Ｚ
軸方向側から接触することによって、前記－Ｚ軸方向への前記液体供給部材の移動を規制
する第２の規制部と
　を備え、
　前記第３の係合部は、前記Ｙ軸方向において前記第１の規制部と前記第２の規制部との
間に位置する、液体収容容器。
【請求項２１】
　請求項１９または請求項２０に記載の液体収容容器であって、
　前記液体収容体は、更に、
　　前記液体供給部材が設けられた第１の辺と、
　　前記第１の辺に対向し、前記第１の辺より前記＋Ｙ軸方向側に位置する第２の辺と、
　　前記第１の辺と前記第２の辺とを前記＋Ｘ軸方向側で繋ぐ第３の辺と、
　　前記第１の辺と前記第２の辺とを前記－Ｘ軸方向側で繋ぐ第４の辺と
　を含み、
　前記基板支持部材は、前記液体供給部材より前記第３の辺に近い位置に設けられ、
　前記付加部材は、前記液体供給部材より前記第４の辺に近い位置に設けられている、液
体収容容器。
【請求項２２】
　液体噴射装置に着脱される基板であって、前記液体噴射装置に設けられた装置側端子部
に接触する接触部を、有する基板と、
　可撓性部材と液体供給部材とを有する液体収容体を、収容する液体収容容器であって、
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前記液体供給部材の移動を規制する第１の規制部と、前記第１の規制部よりも前記着脱方
向上流側に設けられた第２の規制部とが設けられた液体収容容器に、係り合う第１の係合
部と、
　前記可撓性部材と係り合う第２の係合部と
　を備え、
　前記第１の係合部は、前記第１の規制部と前記第２の規制部との間で前記液体収容容器
に係り合う、基板支持部材。
【請求項２３】
　液体収容容器に収容される液体収容体であって、
　前記液体収容容器に係り合う第１の係合部と、
　可撓性部材と、
　前記可撓性部材に係り合う第２の係合部と、
　液体供給部材と、
　液体噴射装置に着脱され、前記液体噴射装置に設けられた装置側端子部と接触する接触
部を、有する基板と
　を備え、
　前記液体収容容器は、
　　前記液体供給部材の移動を規制する第１の規制部と、
　　前記第１の規制部よりも前記着脱方向上流側に設けられ、前記液体供給部材の移動を
規制する第２の規制部と、
　を含み、
　前記第１の係合部は、前記第１の規制部と前記第２の規制部との間で前記液体収容容器
に係り合う、液体収容体。
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